
 

 

重度障害者福祉タクシー事業委託 

 

 

【事業概要】 

  市営バス及び民営バスの利用が困難な移動に制約を伴う重度障害者に対して、川崎

市重度障害者福祉タクシー利用券を交付し、タクシー乗車料金の一部を助成すること

により、重度障害者の外出と社会参加を促進し、もって福祉の増進を図ることを目的

とした事業。 

 
１ 対象者  ① 身体障害者手帳１、２級の者 

（障害種別は下肢・体幹・視覚・内部障害のみ） 

       ② 知的障害 ＩＱ35以下の者 

③ 身体障害者手帳３級（障害種別は下肢・体幹・視覚・内部障害のみ）

で、かつ知的障害 ＩＱ50以下の者 

④ 精神障害者保健福祉手帳１級の者 

※他の制度との重複は不可。 

 

２ 交付枚数 月７枚、年84枚 

       （ただし、人工透析で週３回以上通院している者については、 

月７枚、年84枚の割増交付を実施。） 

 

３ 利用額  関東運輸局長が認可した運賃及び迎車料 500円までを助成。 

       福祉有償運送についても、500円までを助成。 

請求の取りまとめは非営利法人に委託。 

１回の乗車において複数枚使用が可能。 

 

 

 

 



【利用券取扱事務について】 

 

１ 事業の名称  

川崎市重度障害者福祉タクシー事業 

 

２ 事業の委託先 

   川崎市重度障害者福祉タクシー事業実施要綱に基づいて実施する事業に関し、次

の団体が川崎市からの委託により行う。 

 

   公益財団法人 川崎市身体障害者協会 

    所在地 〒２１０－０８３４ 川崎市川崎区大島１－８－６ 

    電 話 ０４４－２４４－３９７５ 

    ＦＡＸ ０４４－２４６－６９４３ 

 

川崎市に協力機関として届出を行った事業者等が受領した福祉タクシー券を

とりまとめ、その助成した金額に基づき、換金を行う。 

 

５ 事務の手順 

 

  ① 登録           ホームページに掲載している様式の提出によ

り、協力機関として登録 

  ↓ 

  ② タクシー券の受領・割引   会員のうち、福祉タクシー券の交付を受けてい

る者から１枚の利用につき、５００円までの運送

の対価分を割り引く。なお、５００円に満たない

場合は、実際の利用金額を割り引く。 

↓ 

 ③ とりまとめ・請求     四半期（３か月）ごとにタクシー券をとりまと

め、別紙の請求書に内訳を記入の上、とりまとめた

タクシー券と一緒に委託先あて提出する。 

※ 締め月の翌月５日までに請求すること。 

↓      

  ④ 支払          指定した銀行口座への振込により、助成額分を支

払います。 

 

※ 協力機関登録後は、川崎市身体障害者協会ホームページにて「タクシー利用券取

扱協力機関一覧」として掲載させていただきますので、その旨御了承下さい。 












